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注２ 同様に、下線も参考までに筆者（小林 加 。
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⑺ 小単元の項目の配列
前記の新前橋市副読本の場合、ほとんどすべての小
単元の項目配列は旧前橋市副読本の項目配列を基盤と
していた。新みどり市の場合は、多くの場合、旧大間々
町の副読本を基盤としているが、一部、旧笠懸町副読
本を基盤にしている場合がある。たとえば、単元１の
第１小単元の一部、単元２の第１小単元の一部、単元
４の第１小単元、単元５の第３小単元などである。
４ 市町村合併に伴う社会科副読本及び地域学習
の課題
小学校３・４年社会科の地域学習では、学校が所在
する市町村について学習する。その学習の中には、市
町村全域を概観する学習（主として分布の学習）が入っ
ているが、中心的な内容は、地域社会（市町村）を構
成する各種機能を、特定の事例・事例地・見学地を取
り上げて深く学習する事例学習である。事例・事例地
としては単元の学習内容に最も適する場所が選ばれ
る。と同時に、なるべくに市町村全域に配置されるよ
うに選ばれるが、全域に万遍なく配置されるとは限ら
ない。単元の学習内容に適する場所は限られており、
また授業時数には限りがあるからである。
この問題は地域学習において必ず生じることであ
る。たとえば、商店・商店街の学習についていえば、
新前橋市副読本では主として旧前橋市の商店・商店街
が取り上げられ、他の旧町村（旧大胡、旧宮城、旧粕
川）のものはほとんど取り上げられていない。旧大胡
町副読本では大胡商店街が取り上げられていたが、新
前橋市副読本ではほとんど省かれている。この問題は、
市町村合併に関わりなく生じることであるが、市町村
合併による広域化によって一層増幅されることにな
る。この観点から、上記で考察した新前橋市副読本と
新みどり市副読本の場合をみると、新みどり市副読本
の場合は、新前橋市副読本に比べて旧町村の存在が比
較的考慮されているように思われる。これは、編入合
併と新設合併という合併方式の違いと関係するもので
あろう。
この問題については、次のような指導上の解釈がで
きる。たとえ、身近な商店・商店街ではない事例につ
いての学習だとしても、商店・商店街の機能そのもの
の学習はできるし、その学習内容は身近な商店・商店
街に応用できるので、大きな問題はないという解釈で
ある。しかし、この解釈においても、応用が本当にで
きるのかという問題、社会機能の理解だけでなく、そ
の場所の理解という観点に立った時には、事例地の学
習だけでは不十分なのではないのかという問題が残
る。
事例・事例地の配置という問題は、社会科地域学習
に宿命的につきまとう課題であるが、それよりもさら
に重大な問題は「学習内容と生活との乖離」という問
題である。先ほどの商店・商店街の例でいえば、事例
として取り上げた商店・商店街を人々（児童）が利用
している場合はよいものの、そうでない場合は人 （々児
童）の生活と学習内容とには結びつきがないことにな
る。たとえば、旧粕川村内の東部の人々は、旧前橋市
ではなく桐生市に買物に行くことも多いため、人々の
買物生活は旧前橋市の商店・商店街とは必ずしも大き
な関係はない。しかし、学習するのは旧前橋市の商店・
商店街であり、ここに学習内容と生活との乖離という
問題が起こる。
商店・商店街学習の場合はそれほど大きな問題では
ないが、学習内容と生活との乖離という問題の最も代
表的な例は、水、ごみの学習である。新前橋市副読本
では旧前橋市の敷島浄水場の見学・学習をするが、旧
大胡町、旧宮城村、旧粕川村では、敷島浄水場の水は
ほとんど利用しておらず、旧副読本にも取り上げられ
ていない。にもかかわらず敷島浄水場の見学・学習を
することになる。新みどり市副読本の場合でも、取り
上げられている塩原浄水場（旧大間々町）の水は、旧
東村の人々は利用していない。ごみの例では、新前橋
市副読本では旧前橋市の六供清掃工場を見学・学習す
ることになっているが、旧大胡町、旧宮城村、旧粕川
村ではこの清掃工場を利用していない。にもかかわら
ず六供清掃工場の見学・学習をすることになる。若干
性格は異なるが、同様の問題は歴史的内容の場合にも
あてはまる（たとえば、新前橋市副読本における「天
狗岩用水」、新みどり市副読本における「笠懸野の開
発」）。
以上に指摘した「学習内容と生活との乖離」という
問題は社会科学習にとっては看過できない重大な問題
である。なぜなら、自分たちの生活と社会的事象等と
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の実際の関係を具体的に学ぶことが社会科学習にとっ
てきわめて大切だからであり、このことを欠いては社
会科学習、とりわけ小学校の社会科学習は成り立たな
いといってもよいからである。自分たちの生活とは関
係のない抽象的・一般的な社会現象をいくら学んでも、
それだけでは真の社会科学習とはいえないであろう。
この問題も市町村合併とは関わりなく起こるものであ
るが、市町村合併によって一層大きな問題として顕現
してくることは確かである。
では、この問題はどのように解決したらよいだろう
か。上に述べた趣旨からすれば、新副読本で記述され
ていないとしても、生活と関わりのある身近な事象・
事物については見学・学習を行うことが望ましいと考
えれる。そのためには、副読本とは別の旧町村独自ま
たは各学校独自の教材資料集のようなものを作り、そ
れに基づいて学習するというのがよいであろう。旧副
読本を土台として活用すれば教材資料集の作成自体は
それほど困難ではない。ただ、予算がかかることなの
で、その面の対策は必要となる。また、新副読本によ
る学習と独自の教材資料集による学習の二本立てと
なって、授業時数が足りなくなる恐れも出てくる。こ
れに対しては、新副読本による該当項目の授業時数を
少しでも減らしていく努力が必要となろう。
５ おわりに
本研究では、群馬県の前橋市とみどり市を事例とし
て、市町村合併に伴う小学校社会科副読本の変化につ
いて考察するとともに、そこにみられた２つの問題点、
「事例・事例地の配置」「学習内容と生活との乖離」を
指摘し、特に、「学習内容と生活との乖離」の問題は看
過してはならないとの主張を行った。
また、新前橋市と新みどり市の副読本を比較すると、
新みどり市では、旧町村をできるだけ平等に扱おうと
の配慮が窺えたが、これには合併方式の違いが関係し
ているように思われる。
新副読本を用いた授業実践がこれから本格的に展開
されていく。本稿で指摘したことは、実際の授業実践
の中での扱いと合わせて考えていかねばならないこと
である。今後、この点について考察していきたい。
本稿は、小林沙織の群馬大学教育学研究科社会科教
育専修の修士論文「市町村合併にともなう社会科地域
学習のあり方に関する研究」（2008．３）の一部で、2007
年度全国地理教育学会全国大会（目白研心中学高等学
校、2007．11）にて発表したものの一部である。
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